
平成２６年度 みえスタディ・チェック 結果 

【小学校国語】 

各学年の平均正答率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度の全国学力・学習状況調査結果における本県の課題における改善状況 

※改善が図られた課題→青色の背景 

・話しての意図を捉えながら聞くこと 

※改善が図られていない課題→黄色の背景 

・文や文章にはいろいろな構成があることについて理解し、複数の事柄を並列の関係で書  

 くこと。 

・自分の意見と比べるなどして、考えをまとめること 

・目的に応じて必要な情報を取り出し、内容を分類したり関係付けたりして整理して読む

こと 

 

【指導のポイント】 

○討論の授業においては質問や意見を述べる時には、話し手の意図を捉えながら聞き、自

分の考えとの共通点や相違点を明確にして聞くことを指導する 

○目的に応じて必要な情報を整理し、理由を明確にして自分の考えをまとめる授業におい

てはどのような事例を挙げ、考えの理由や根拠としているかを捉えることができるよう

に指導する。 

○複数の事柄を並列の関係で書くことができるようにするためには例えば、「～たり」が複

数の内容を並べるときに使う言葉であるということを理解させる。 

 1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

１０月 ― 76.6％ 60.2％ 44.4％ 63.5％ 70.3％ 

１１月 ― 74.5％ 79.3％ 60.2％ 57.9％ 73.5％ 

２月 66.4％ 74.1％ 76.5％ 64.8％ 64.6％ 67.2％ 

全体の傾向 
・学年が上がるにつれて無解答率が高くなる。 

・全体的に、記述式の問題で無解答率が高く、選択式の問題で無解答率が低い。 

・文章の内容を理解し、条件に合わせて書いたり、二文を一文にまとめたりする問題の無解答

率が高い。 

※６年生においては、平成２６年度全国学力・学習状況調査の結果と比べると無解答率に改善

が見られる。 

・高学年においては全国学力・学習状況調査における本県の課題の改善が図られていない。 

・2年生、３年生、５年生においては全国学力・学習状況調査における本県の課題に対して良

好となった設問もある。 



【問題例①】無解答率が最も低い問題 

 6年 【討論の内容】を読んで、討論会の流れを捉えること 

    正答率 89.1% 無解答率 0.1％（選択式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問題例②】無解答率が最も高い問題 

 ４年 空欄の後の部分から、空欄に当てはまる内容を捉えること 

    正答率 40.2％ 無解答率 23.0％（記述式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例③】正答率が最も高い問題 

3年 物語の組み立てと実際に書いた物語の内容を比較すること 

正答率 93.7％  無解答率 3.1％ （短答式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【問題例④】正答率が最も低い問題 

 5年 複数の事柄を並列の関係で書くこと 

正答率 30.3％  無解答率 5.3％ （記述式） 

※著作権の関係により、掲載できる問題のうち、最も正答率の低い問題を掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


